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ボランティア活動報告 写真：谷川毅（ボランティア）

文：岡野香子（スタッフ）

２００９/９～１０月号

～ イベントスタッフ ～

１０／１０、２５冬水田んぼオーナー活動日

９／１３　ボランティア活動日

マガン飛来期前のトレイル整備！頼れる男衆（もっくん、
尾田さん、土屋さん）には草刈りを、マガレンジャー隊
員、亜希子さん、木塚くん、舞子ちゃん、熊ちゃん、大
ちゃんにはゴミ拾いをお願いしました。
大人と子供と、皆で力をあわせ、あっという間に綺麗に
なりました。いつもありがとうございます！！

もっと多くの人にマガンを見るだけでなくまがんがここ

に集まる意味やいろんな事を普及・認識を深めるような

解説がで（谷川毅）

９／２６　スキルアップ講習

９／１７　クラフト作り材料集め（ヨシ刈り）

美唄市立東小学校の子供達
がクラフト作りにやってき
ました。宮島沼でクラフト
作りと言えば、やっぱり湿
地の代表植物「ヨシ」。子供
たち７５人分のヨシを刈ら
ねば・・・。

助けて～とヘルプを出したところ、駆けつけてくれたの
が、もっくん、舞子ちゃん、熊ちゃん、大沼くん。暑い
中、７５人分。と気が遠くなっていたので、本当にあり
がたかったです。翌日、東小学校の子供たちは「ほうき」
「コースター」などを作って、満足気に帰りました。

１０月上旬　植木の剪定
土屋さんがいつものように「そろそろかな、と思って」
とセンター前の植木剪定に来てくれました。
適期にふらっと来て下さる土屋さん。
いつも本当に助かってます！！

マガン調査＆マガン解説
９～１０月。毎日のようにマガン調査のお手伝いをして
くれたのは、論文の題材にマガンを選んでいる舞子ちゃ
んと熊ちゃん。同じ大学の由香里ちゃんも顔を出してく
れました。土日夕方と来館者がわんさかくるセンターの
来館者対応（マガン解説）を手伝ってくれたのは、もっ
くん、松田さん、尾田さん、谷川さん。マガン飛来期に
てんてこまいになるスタッフにとって、強力な助っ人さ
んです！来館者から「去年、スタッフさんに解説しても
らってとても嬉しかったんです。今日はあの方はいらっ
しゃらないんですか？」なんて話しかけられることもあ
ります。もうすっかり、宮島沼の顔ですね。これからも
どうぞ宜しくお願いいたします。

１０／３～４　たっぷり雁観会
毎年秋の恒例行事になって
いるたっぷり雁観会（がん
みかい）。マガン飛来期に１
日（１泊２日）だけ、センター
に宿泊してマガンのねぐら
入り・ねぐら立ちを観察で
きる観察会です。

夕食、朝軽食にお出ししているのは地域の農家さんが
作ってくれたお食事です。今回は食事もご一緒して下
さったので、参加者と農家さんとの交流もできました。
まだまだ「マガンの小麦食害問題」が課題の宮島沼。農
家さんとマガン好きな参加者との交流はいろいろ考える
場にもなり大切だな、と思っています。芳ちゃん、八重
子さん、ちよみちゃん、ありがとうございます！！
そして、いつもしっかりと頼りにしているのですが、
欠かさず手伝って下さる谷川さんにも感謝感謝です。

2008 年度から始まった「ふゆみずたんぼｉｎ宮島沼」。
オーナーさんと一緒に宮島沼の保全を考え活動し、
そして、美味しいお米をいただくのが目的です。ボラン
ティアの皆様にもいつも助力していただいています。
みさおさん、一弘さん、セツ子さん、舞子ちゃん、熊ちゃ
ん、伸子さん、松田さん、尾田さん、もっくん、寺江さ
ん、ありがとうございます。

１０／１８　哺乳類調査
調査は保全に欠かせない科
学データを集めるための活
動です。藤巻先生、熊ちゃ
ん、舞子ちゃん、健太くん、
菅原くん、伊藤くん、佐々
木くん。朝早くから、どう
もありがとう。

ボランティアさんからの
「やりたい！」という声で
始まったボランティア向け
スキルアップ講習会。秋は
もちろん「カモのエクリプ
ス講座」。いかがでしたか？
コツはつかめましたか？


